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（様式１） 

大阪市立西中島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート）  

 

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

・本校は、大阪市学校再編整備計画により、「適正配置対象校」となり、最短で、令和

10 年 3 月に再編整備（統合）することが決定されていえる。令和 8 年度 4 月現在、

第 1 学年児童の在籍がなく、第 2 学年から第 6 学年も全てが複式学級であり、全校児

童数が 32 名の小規模校である。全校児童が互いに知り合った関係であり、他学年の

児童に対しても思いやりのある子ども達である。また、日々の学習の場面でも、友だ

ちの気持ちを踏まえて活動することがあり、比較的友だち間でのトラブルは少ない。

一方で、互いに高めあうような建設的な意見を交わすことは少ない。 

・生活指導に関する部分では、安全な学校生活を過ごす上で長年課題となっていた廊

下・階段を正しく右側歩行することについても、一人一人の子どもが意識するように

なっている。互いに声をかけあって安全に過ごす態度も養われている。引き続き定期

的な強調週間を設けながら安全に過ごせるように進めるとともに、自ら TPO に合わせ

た挨拶をすること、時間を守って行動する力を育めるようにする必要がある。 

・家庭でのゲームやスマートフォン、SNS の活用時間が長くなったり、使用に伴うトラ

ブルも起こったりしている。情報モラル教育や適切な使用ができるよう指導し、時間

の使い方も改善できるようにしたい。また、家庭への啓発も適宜行う必要がある。 

・令和 4 から 6 年度の 3 年間、算数科教育の研究に取り組んだ。授業において積極的に

取り組む児童が多いが、基礎的な計算処理をする力や自主的に問題に取り組むことに

課題が見られた。そのため「ぐんぐんタイム」を設けて継続的に基礎基本の定着を図

った。その結果、学力経年調査では、大阪市平均値を上回った。一方で、学力の積み

上げがないために十分に学習内容を理解できていない児童も一定数いる。 

・令和 7 年度からは、体育科の研究を行っている。運動やスポーツすることが好き（得

意）な児童がいる一方で、嫌い（苦手）と感じている児童も一定数みられる。全ての

児童が運動やスポーツをすることが楽しいと思えるように研究し、授業改善を行って

いる。アンケート結果によると、体を動かすことに対して否定的な考えを持つ児童

も、減少傾向にある。 

・朝学習や、午後の「ぐんぐんタイム」において一人一台端末を活用したり、通常の授

業でも、学習コンテンツを活用した授業展開を行ったりしている。そのため、児童は

端末を使うことに対して意欲的に取り組んでいて、活用技術も上がってきている。今

後も新しいコンテンツを使いより有効な活用方法を検討していく必要がある。 

・読書週間や図書館開放により、読書に親しむ児童が一定の読書時間を確保できている

が、10 分以下や全く読書時間のない児童もいる。毎週火・木・金曜日に読書タイム

を設定する。また、図書館司書とも連携した図書室の環境づくりに取り組み、毎日

10 分以上読書に親しむ子どもを育む。また、読書の分野（内容）もより良いものに

する必要がある。 
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中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における「学校に行くのは楽しいですか」の

項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割

合を 80％以上にする。 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における「いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと思いますか」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割

合を 85％以上にする。 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における「自分にはよいところがあると思い

ますか」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答え

る児童の割合を 80％以上にする。 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における「将来の夢や目標を持っています

か」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児

童の割合を 80％以上にする。 

○令和９年度末の保護者アンケートにおける「学校は情報公開をよく行っている」と

答える保護者の割合を 80％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における知識に関する問題の正答数が全国平

均の 7 割に満たない児童の割合を、10％以下にする。 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における無回答率を 10％以下にする。 

○令和 9 年度の全国学力・学習状況調査における「書くこと」「読むこと」に関する

項目の平均正答率を全国平均の 5％以内にする。 

○令和 9 年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して

最も肯定的な「している」と答える児童の割合を 35％以上にする。 

○令和 9 年度の全国体力、運動習慣調査における体力合計点を令和 7 年度より上回

るようにする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

○令和 9 年度の小学校学力経年調査における「授業で学習端末をどの程度使用しました

か。」に対して、週 3 回以上と回答する児童の割合を 75％以上にする。 

○「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を

満たす教員の割合を 90％以上にする。 

○令和 9 年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して肯定的な

「している」と答える児童の割合を 80％以上にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

・小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯

定的に回答する児童の割合を 90％以上にする。(R7…91.3%) 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

・小学校学力経年調査における「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグル

ープで話し合ったりする活動に取り組んでいますか」に対して、肯定的に回答する児童

の割合を85％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

 （R7…3 年生 105.9  4 年生 95.7 5 年生 106.2 6 年生…102.1） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合 75％以上にする。（R7…76.5％） 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して肯定的な回答する児童の割合を 90％以上にする。（R7…92.7％） 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

・小学校学力経年調査における「授業で学習端末をどの程度使用しましたか。」に対して、

週 3 回以上と回答する児童の割合を 75％以上にする。（R7…76.5％） 

・教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を 20 時間以下とする。（R7…12 時間 18 分） 

・小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 80％以上にする。（R7…83.6％） 
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(様式２) 

大阪市立西中島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

・小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を 90％以上にする。(R7…91.3%) 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

・小学校学力経年調査における「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級

やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 85％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向 1、安全・安心な教育環境の実現】 

・全校集会や休み時間の遊びなど、異学年の交流に取り組み、学校生活の様々な場

面で達成感を味わえる取り組みを行う。（安全教育の推進） 
 

指標 全校集会や休み時間の遊びなど、異学年の交流を月 1 回以上取り組む。 

取組内容②【基本的な方向 1、安全・安心な教育環境の実現】 

・スクリーニングの実施や児童一人一人に寄り添った不登校要因への対応及び学習

機会の確保を進める。 (不登校への対応)  

指標 月 1 回、スクリーニング会議を実施し、また、学期に一回スクリーニング会

議Ⅱを実施し、児童についての情報共有の場を設ける。 

取組内容③【基本的な方向 2、豊かな心の育成】 

・道徳教育を推進し、多様な考えに触れる機会をもてるような取り組みを行う。
(道徳教育の推進)  

指標 いじめや自尊感情について、それぞれ１回以上異学年合同で考える取り組み

を行う。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

後期へ向けての改善点 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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(様式２) 

大阪市立西中島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において

経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

 （R7…3 年生 105.9 4 年生 95.7 5 年生 106.2 6 年生…102.1） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児

童の割合 75％以上にする。（R7…76.5％） 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか」に対して肯定的な回答する児童の割合を 90％以上にする。（R7…

92.7％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・ぐんぐんタイムや朝学習を利用して、個々に応じた基礎基本の定着を図る。 
 

指標 校内児童アンケートにおいて「ぐんぐんタイムや朝学習において、自分に応じ

た課題を選び、進んで学習ができた」の肯定的な回答を 80 パーセント以上にする。 

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・自分の考えを持ち表現する力を育むようにする。 
 

指標 校内児童アンケートにおいて、「みんなの前で自分の考えを発表することが

できていますか。」の肯定的な回答が 80％以上となる。 

取組内容③【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・生活習慣を整え、いろいろな活動を通して、体を動かすことの喜びを知り、

楽しく運動やスポーツに取り組む子どもを育てる。 

 
指標  

・週に 1 回の清潔調べを基に自分の生活習慣を振りかえり、基本的生活習慣の意識

の向上をはかる。 

・校内児童アンケートの「積極的に体を動かすことができた」と肯定的に回答する

児童の割合を 81％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

後期へ向けての改善点 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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(様式２) 

大阪市立西中島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

・小学校学力経年調査における「授業で学習端末をどの程度使用しましたか。」に対し

て、週 3 回以上と回答する児童の割合を 75％以上にする。（R7…76.5％） 

・教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を 20 時間以下とする。 

（R7…12 時間 18 分） 

・小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童

の割合を 80％以上にする。（R7…83.6％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向 6、教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメンション）の推進】 

ＩＣＴ機器を使用して、説明力を高めるなど表現の幅を広げたり、端末を活用した学

習に取り組んだりする。           ( ＩＣＴを活用した教育の推進 )   

 指標 ＩＣＴ機器を活用して、説明や自分の考えを発信したり、他者の情報を受け

て、意見交流をしたりする。クラスや委員会活動で、学期に 1 回 ICT 機器を活用した

発表の機会を設ける。普段の学校生活において、デジタル教科書やデジタルドリルを

活用し、1 日 1 回学習者用端末を使用する。 

取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・ゆとりの日を設定し、時間外勤務時間を減らす。  
 

指標 ・ゆとりの日を月に 2 回以上設定・実施し、自校の教員の一人当たり平均時間

外勤務時間を大阪市平均より短縮させる。 

取組内容③【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

・学校司書とも協力し、読書に対する興味関心を高め、読書好きな児童を増やす取り

組みを行う。 
 

指標 ・学期に 1 回、図書に関する取り組みを行う。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

後期へ向けての改善点 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


